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重文 法曹類林断簡 称名寺蔵



金沢貞顕
(1278～1333)

金沢顕時
(1248～1301)

北条実時
(1224～76)

金沢貞将
(1302～1333)

国宝 四将像 称名寺蔵 のうち



称名寺

重文 称名寺絵図 元亨3年（1323）



国宝金沢文庫文書について

• 神奈川県立金沢文庫管理「金沢文庫文書」4,149点は、平成28年
（2016）に「称名寺聖教」（16,692点）とともに国宝に指定。

• 称名寺（横浜市金沢区）所蔵の本史料群は、昭和5年（1930）より
県立金沢文庫で整理、解読が始められる。当時、史料が少なく研究
が困難とみられていた日本中世の政治、経済、文化等を明らかにす
る貴重な文献群であることが判明。

• 「国宝金沢文庫文書」は、モンゴル帝国の影響を大きく受けた13世
紀後半から14世紀初頭の東アジアの状況を伝える文書としても注目
されている。



公開までの流れ

•令和２年３月 旧データベース公開

•令和３年10月 東京大学史料編纂所と連携協定を締
結

•令和４年４月 国宝 金沢文庫文書データベース（リ
ニューアル版） 試行

•令和４年６月 同データベース公開



リニューアル版の特徴

•①公開データの拡充

•②検索機能の向上や結果画面の表示方法を改善

•③スマートフォンやタブレットでの閲覧環境を改善

•④東京大学史料編纂所データベースとの連携

•⑤IIIF（トリプルアイエフ）への対応

•⑥JDcat（人文学・社会科学総合データカタログ）との
連携



https://kanazawabunko-db.pen-kanagawa.ed.jp/













紙背文書



国宝 当流口伝 称名寺蔵



紙背文書

国宝 金沢貞顕書状（当流口伝 紙背）称名寺蔵



紙背文書

国宝 西域伝堪文 称名寺蔵



国宝 華厳経孔目章 称名寺蔵



兼好法師像 神奈川県立金沢文庫蔵



神奈川東京日日新聞
昭和７年（1932）４月13日付



国宝 卜部兼好書状懸紙 称名寺蔵



国宝 金沢貞顕書状 称名寺蔵





国宝 氏名未詳書状 称名寺蔵



氏名未詳書状紙背：秘鈔口决本鈔巻2 釼阿本



国宝 氏名未詳書状 称名寺蔵





氏名未詳書状紙背：秘鈔口决本鈔巻8末 釼阿本



氏名未詳書状紙背：秘鈔口决本鈔巻2 釼阿本



国宝 詠五十首和歌 称名寺蔵



詠五十首和歌紙背：秘鈔口决巻2・巻8末 釼阿本



秘鈔口决本鈔巻２ 釼阿本 称名寺蔵



国宝 秘鈔口决本鈔巻13末 釼阿本 称名寺蔵



墨映文書

国宝 金沢貞顕書状 称名寺蔵



墨映（影）文書



IIIF機能を用いて金沢貞顕書状を反転し調整を加えた



墨映（影）文書 もとの文書



今後の課題
・IIIFをプラットフォームとした画像・刊本との校合

アノテーション機能の充実が必須

・画像へ多彩なアノテーションを付与
テキスト・字形（筆跡）・花押・人名・地名などのメタ情報と連結

・テキストデータのTEI（Text Encoding Initiative）導入
割注、傍注（ふりがな、人名注、地名注等）と本文に構造をもた

せて「３次元化」

・Google Mapをもちいた、地名情報のmapping

他のデータベースとの連携を充実化

・紙質調査の成果を反映：顕微鏡写真を搭載



IIIFをプラットフォームとした他のデジタル
アーカイブを活用した校合も可能に


